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徒を知らないからである｡｣ルソー 『ェ ミー ル』序文 (平岡 昇訳､河出書房新社)0





















なお､大学審議会 『21世紀の大学像と今後の改革方向について- 競争的環境の中で個性が輝く大学- (中間




















14) ｢-こうして､(別れを惜 しみ､手紙をくれるように懇望した藤野先生に対して魯迅は- 佐藤)そのまま現在
まで､ついに-通の手紙､一枚の写真も送らずにしまった｡ 彼のほうから見れば､去ってのち香 (よう)として
消息がなかったわけである｡
だが､なぜか知らぬが､私は今でもよく彼のことを思い出す｡私が自分の師と仰ぐ人のなかで､彼はもっとも
私を感激させ､私を励ましてくれたひとりである｡よく私はこう考える｡彼の私にたいする熱心な希望と､倦ま
ぬ教訓とは､小にしては中国のためであり､中国に新 しい医学の生まれることを希望することである｡ 大にして
は学術のためであり､新しい医学の中国へ伝わることを希望することである｡ 彼の性格は､私の眼中において､
また心裡において､偉大である｡ 彼の姓名を知る人は少ないかもしれぬが｡
彼が手を入れてくれたノートを､私は三冊の厚い本に綴 じ､永久の記念にするつもりで､大切にしまっておい
た｡ 不幸にして七年前､引っ越しのときに､途中で本箱を一つこわし､そのなかの書籍を半数失った｡ あいにく
このノートも､失われたなかにあった｡運送屋を督促して探させたが､返事もよこさなかった｡ ただ彼の写真だ
けは､今なお北京のわが寓居の東の壁に､机に面してかけてある｡ 夜ごと､仕事に倦 (う)んでなまけたくなる
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とき､仰いで灯火のなかに､彼の黒い､やせた､今にも抑揚のひどい口調で語りだしそうな顔を眺めやると､た
ちまちまた私は良心を発し､かつ勇気を加えられる｡そこでタバコに一本火をつけ､再び ｢正人君子｣の連中に
深く憎まれる文字を書きつづけるのである｡｣(魯迅 (竹内好訳)｢藤野先生｣『世界文学体系62』筑摩書房､1958
年)
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